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地域経済経営ネットワーク研究センター年報　第 4号
北海道大学　2015 . 3

北海道における新時代の「ものづくり」：
IT ×農業の試み

パネリスト　田中　浩也（慶應義塾大学環境情報学部准教授）　　　　　　 　
パネリスト　島村　　博（イーラボ・エクスペリエンス事業開発 担当取締役）
パネリスト　相部　範之（SUSUBOX代表取締役，FabLabつくば代表）　　　

コーディネーター　平本　健太（北海道大学大学院経済学研究科教授）　　　　　 　

平　本：このセッションのコーディネーターを担
当いたします，北海道大学大学院経済学研究科の
平本と申します。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
　お三方のご講演を拝聴いたしまして，まず田中
先生は，まさにウェブ社会からファブ社会へ，ファ
ブ社会というのはどういう社会なのか。最終的な
メッセージとして「つくる社会をつくる」のだと
いうことでお話をお締めいただきました。
　それを受けまして，島村先生からは農業と IT
のお話しをいただきました。実は農業というのは，
まさに「つくる社会をつくることなのですよ」と
いうお話を冒頭にしてくださった上で，農業分野
は，ITや 3Dプリンタを使ったさまざまなデバ
イス等の開発および，それらをもとにしたプラッ
トフォームと非常に親和性が高いのだというお話
をしていただきました。
　そして最後に相部先生には，最初に先生の専門
領域の一つである FPGAとは何なのかをご説明
いただきました。フィールド・プログラマブル・
ゲートアレイ，簡単に言うとその場でプログラム
が可能な LSIであって，これと 3Dプリンタを組
み合わせることによって，従来だと短くても数週
間，長いと数カ月かかるようないわゆる試作品（プ
ロトタイプ）の生産が非常に短期間にできる。こ
このところに非常に新しい可能性が見えてきてい
る。キーワードの一つとして，ラピッド・プロト
タイピングという言葉がありましたが，非常に短

期間にプロトタイプができることによって現物を
見ながら議論ができる。さらに，それを見ながら
製品の改良ができる。そういうことが，いわゆる
LSIとか ASICとかでもできるようになったとい
うお話でした。後半では，FabLabつくばにおけ
る具体的な活動についてお話しいただきました。
　大体こういう流れでお三方にお話をいただいた
わけです。
　さて，今回のシンポジウムのサブテーマの一つ
は，「IT ×農業の試み」ですので，まずはこの部
分について，もう少し掘り下げたいと思います。
　田中先生と相部先生には，農業に関係する部分
についてもう少し詳しくご言及いただきたいと思
います。また島村先生には，農業についてかなり
詳しく，特に技術面と ITの活用についてお話し
いただきましたので，せっかく北海道にお越しい
ただいたので北海道という土地における IT×農
業の可能性についてお話しください。お一人 5分
程度で，追加のご説明をいただきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。
田　中：人間のクリエーションとかイノベーショ
ンというのは，常にクリエーションそのものとソ
リューション，技術をつくるということと，その
技術を使って社会の重要な問題を解決するという
ことの二つがそろわないと，創造とは呼ばないと
私は思っています。私や相部さんが話したのは，
どちらかというと技術のことで，それを使って社
会の問題をどう解決するかというその半分が残っ

　＜パネルディスカッション＞
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ていて，それが北海道の場合は農業なのではない
かと思っています。特に農業分野に今起こってい
る大きな変化，3Dプリンタやラピッドプロトタ
イプがとても役に立つ可能性があるというところ
をお話ししに来ました。
　ただ，逆に農業の問題点は何なのか，きょう私
自身学びたいと思って来たところなのですけれど
も，羽田から千歳に来るまでの飛行機の中に観光
雑誌のようなものが入っていますね。あれを見る
と農家がすごくおいしいお米を作っていて，こん
な人がすごくおいしいお米やトウモロコシを作っ
ているといういい話しか書かれていない。それは
そうですよね。今から札幌に出張に行く人に向
かって社会問題とか提供しても仕方がないので，
札幌に行ったらこんなおいしいものを食べてくだ
さいね，というようないいことがたくさん書いて
あって，実際来てみるとすごくおいしいわけです。
東京よりもはるかに食のクオリティーが高いわけ
です。
　他方，休憩時間の間に島村さんに伺っていたの
は，今，農業で何が問題なのかということでし
た。メディアでもてはやされる農地というのはご
くごく限られたものであって，たくさんの休耕地
や，それほど生産性が上がっていない土地が北海
道には無数にある。同時に，地球全体としては深
刻な食糧難になるという将来予測も当然あるわけ
です。これだけの土地の広さと面積があり，そこ
にたくさんの畑になり得るポテンシャルのリソー
スがあるにもかかわらず，そこをどうやってよい
農業に変えていくかという時に，人だけが働かな
くてもよいだろうというわけです。ITによって
センサーなどでかなり広大な土地を管理すること
で，より別な形があり得るのではないかというこ
とを話していました。
　私はなるべく等身大で語りたいという気持ちが
ありまして，先ほどのプレゼンテーションのよう
に自分自身がやったことや，やりたいと思ってい
ることしか言葉にはしたくないと思っています。
例えば，私は今，鎌倉市に住んでいるのですが，
北海道のトウモロコシ畑の一部を自腹で買っても
いいなと思っています。トウモロコシ畑の一部を

私が買い，そこに相部さんのセンサーを取りつけ
て，いつでも自宅から「今，僕の畑はどうなって
いるかな」と遠隔で確認をして，収穫の時期になっ
たら北海道に来て収穫する。皆さんご存じだと思
いますが，抜いたばかりのトウモロコシというの
はおいしいですよね。僕は小学生の頃近くの畑に
トウモロコシを買いに行って，300円払うとその
場で 1本抜けるのですが，そういうことが今また，
30年を経て，離れた場所に住んでいても収穫の
時に北海道に来ればできる。こういうことなら，
私はお金を使っていい。生活者としてもそう思い
ます。そういうことが，これからどれぐらいスケー
ルアウトして広がっていくかというところに将来
の可能性があると思います。
　農家がこういう技術の話をどのように受けとめ
られるのか，というところは興味があって，結局，
農家に技術が移転されないと，多分，現場では回
らないのです。だから，そこの問題を橋渡しすべ
きだし，そこを橋渡しする人材が北海道にたくさ
ん出てくるといいのではないかと思いました。
平　本：ありがとうございます。それでは，次に
相部先生にお願いします。
相　部：私のほうは技術的な話ばかりだったので，
もう少し農業に関連するところを話したいと思い
ます。やはりわかりやすいのは，先ほど紹介した
フィールドサーバという畑に設置するセンサーで
す。実際に，イーラボさんが製品として何年も前
から販売しています。農業の IT化というのは研
究所など研究レベルでは結構やられていますけれ
ど，現実には，まだやるべきところがたくさん残っ
ているのかなと考えています。
　例えば，センサーの種類を色々組みかえるため
には，先ほどのモジュールシステムのようなもの
がすごく有用です。FPGAというのは特に画像
処理に向いているのです。LSIで画像処理回路を
作ってしまうと二度と書き換えられなくなりま
す。確かに，特定の処理にはすごく性能を出せる
のですが，別な処理に変えようとしたときに，ま
たコストがかかるわけです。別に FPGAではな
くても，GPGPUでもいいとは思うのですけれど，
例えばミカンの表面の色やサイズを見たりという
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のを画像処理でやって，これはそろそろ収穫して
いいかなというのを自動で判定して，それをトラ
クターが受信して勝手に収穫を始めるシステム
は，研究室レベルでは考えられてはいるのですが，
それを実際に導入しているところを，僕はあまり
聞いたことがないのです。
　似たような話でいうと，作物がどのぐらい育っ
たかというのを映像だけでとる方法が他にもあっ
て，果実ではなく例えば LAI（リーフ・エリア・
インデックス）といって，葉っぱの面積がどのぐ
らいあるか，その面積を出すことでそろそろ収穫
していいかどうかというのがわかるのです。こう
いったものは研究室にはあるのですが，実際の現
場で製品にはなっていない。そういうものがたく
さんあると思います。
　しかも，こうした技術は大規模農場向けです。
どこかの企業が大規模農場を持っていて，一括し
てドーンと大きなシステムを入れてやるというタ
イプですね。北海道ならば，このスタイルでもい
いのかもしれません。しかし，個々の小さい専業
農家が自分のところでそういうシステムを入れよ
うとしたときに，1台 30万円もするシステムだ
となかなか入れられないですよね。でも，30万
円を切るようなものは，メーカーとしてはとても
じゃないがコストが合わないので販売できない，
というような矛盾がある。このような場合，それ
がオープンソースであれば，ちょっと FabLabに
来て，こことここをつなげば動くのですかね，と
相談を受けるだけで，2万円ぐらいのコストで特
定の処理，特定の環境における省力化ができるよ
うな装置が作れる可能性があるわけです。もしか
したら，農家の人が自分自身で困っている問題を
解決するのに FabLabが使えるかもしれないとい
うようなことも，実感としてあります。そういう
用途に使えるような，うちでいうと部品になると
思うのですが，そういったものを今後開発できれ
ばと考えております。
平　本：ありがとうございました。それでは島村
先生，お願いします。
島　村：私は，北海道の農業で ITを活用するた
めの課題が三つあると思っています。

　一つめは，シンプルに農業の産業化という視点
です。強い農家の方が大量生産をもっと拡大する
ときに，せっかくなのでトラクターだけでやるの
ではなくて，そこにもっと別の道具を持ちましょ
うということです。農地集積・流動化といっても，
なかなかよい農地を手渡してくれるわけではあり
ませんし，日本人の中には土地継承文化というの
があるので，自分の代で先祖から受け継いだこの
土地を維持したいという思いがあります。また，
開拓をしてきたという歴史もあるでしょう。です
から，飛び地になるのであれば，そこはやっぱり
田中先生が言われた通信という技術を用いて，飛
び地を管理することで大量生産を拡大しましょう
と申し上げたいのです。
　二つめは，農業で一旗上げた方が，1次産業の
ものづくりではなくて，3次産業のコンサルタン
トとしても大活躍する可能性です。農業従事者は
概ね高齢化してきています。農業の現場で働くの
が徐々にきつくなります。他方で，北海道の農家
さんは，本州の農家さんよりも開拓者精神が豊か
であり，農業技術のノウハウを理屈で持っている
方が多いように思います。こうした理論派の農家
さんは，センサーで集めた情報に基づいて，「こ
の土地の，この土いいじゃないか」と言いながら
もっと拡大生産するようなアドバイスが可能にな
るわけです。1次産業従事者が，コンサルティン
グ・ビジネスでもばりばりもうけるような世界観
を，北海道発で世界に打ち出していく。コンサル
タントで儲かるのが金融だけという世界観は，私
はものづくりの出身者なので抵抗感があります。
農家もコンサルで儲けられるような世界観が，北
海道発だったらすごくインパクトがあるのではな
いでしょうか。
　三つめは，個人の生活は，もはや経済価値の尺
度だけではないという点です。自己充足という方
向に間違いなく動いている。北海道は観光資源と
して圧倒的な強さがあります。十勝とか札幌に出
張に行くと，お土産を買ってきてくれと間違いな
く私も言われます。そうすると先ほどのような「お
いしいトウモロコシプロジェクト」なるものを立
ち上げて，それにプラス「牛牛ミルクスイーツプ
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ロジェクト」などを組み合わせる。近くには牛が
たくさんいて，十勝でおいしいプリンやミルクが
食べるというのと，同時に，作物を 1年間ぐらい
かけて土づくりから収穫までする。その間は，い
かにトウモロコシをおいしく作るかというのを
Fabの中で共有して，こういうやつでこういうの
ができたとか練って，みんなで収穫時期に北海道
へ集まる。そのときは，旅行代金が要るので自分
でお金を出さないといけないのですけれども，行
くこと自体が楽しみで，そこで会うのが楽しみで
というような，そんなことを打ち出すというのは
ありなのかなと思います。
平　本：ありがとうございます。
　例えば，今でも牛を共同で所有するとか，農作
物を自分でお金を払って育ててもらって，それが
収穫されたら送られてくる。さらに，育成するプ
ロセスを写真に撮って定期的に報告する。そうい
うビジネスモデルはあります。あるいはワイナ
リーでもそういうことをやっているところがあり
ますね。そこに例えばセンサーをつけて，リアル
タイムで自分のブドウの木の生育がわかるとか，
自分の牛の健康状態がわかるという，そのような
ことをすると，それは利用者にとって魅力的なの
でしょうか。どうでしょうか。
田　中：魅力的だと思います。多分，札幌でもそ
うだと思いますが，通勤中みんなスマートフォン
で Twitterとか Facebookでリアルタイムな情報
を見ているのです。だから，その時の情報が遠隔
の自分の畑のトウモロコシの情報だったら，きっ
ともっとわくわくすると思います。
平　本：なるほど。島村先生，いかがですか。
島　村：ほんとにそうで，完全に畑を所有してい
るフルのオーナーでなくても，自分の作物が育成
していく画像を見せつつ「ほしいでしょ？」など
と言いながら友達を誘えるという快感はきっとあ
るはずです。工業的なものは，通信と計算と製造
で大規模化できそうですが，田中先生のおっしゃ
るトウモロコシプロジェクト等は，コミュニケー
ションという面と，イマジネーションを毎日広げ
ながらクリエイトしていくという両面があります
ので，帰ったらすぐにでもやりたいですね。

田　中：やりますか。
平　本：じゃあ，まずはトウモロコシプロジェク
トから。相部先生，何かコメントございますか。
相　部：僕の同期ぐらいの人で，つくばで農家を
やっている人がいます。有機野菜が結構ブームに
なったときに，おいしいというので口コミだけで，
自分で育てた野菜を 100種類ぐらい常に持って
いるというようなビジネスを成功させました。こ
うした農業の現場を，リモートでカメラで見せる
とかいうのは，結構前からアイデアとしてはあり，
やっているところもあると思うのです。もう一歩
次に行ったときには，例えばリモートで，こちら
から，じゃあ今こういう肥料を加えてみるなど，
いわば，リモートの家庭菜園のようなものをやる
とか，もう少し何かを足したいなという気がしま
す。エンターテイメントにもなると思うのです。
平　本：なるほど。つまり，一方向ではなく双方
向性が付け加わると，もっと魅力が上がるのでは
ないかということですね。
相　部：はい。
平　本：ありがとうございます。
　フロアから質問をいただいておりまして，大き
く分けると三つぐらいの固まりになります。
　一つは，Fab社会あるいは FabLab等におけ
る人材をどうしたらいいかという問題でして，
ちょっとご紹介しますと，「Fab社会で活躍する
人材は自然に生まれてくるものなのでしょうか。
育成のため，教育における意識の改革が必要で
しょうか。また，どのような規制改革が求められ
るでしょうか。」
　関連するもので，この方は旭川の方なのですが，
「ファブレスの起業者をつくりたいと思い市役所
と一緒に取り組んでいます。しかし希望者が一人
もいません。そこで，ファブレス起業者を増加さ
せるために FabLabをつくりたいと考えています
が，地方都市で FabLabをうまく行うためのアド
バイスをいただければありがたいです」。
　もう一つ。「十勝地方で FabLabを計画してい
ます。まずどんな人たちに声をかけて集めていっ
たらいいのでしょうか。」
　Fab社会あるいは FabLab，ファブレスという
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のはやや違うのですけれども，こういう新しい時
代のものづくりにおける人材にかかわるご質問が
出ておりまして，田中先生あるいは皆様にという
ご質問になっております。人にかかわる部分につ
いて，どなたからでも構いませんので，順番にコ
メントいただけますでしょうか。
田　中：三つの質問全てが，結局は人材の問題だ
と思います。今，日本に FabLabは 11箇所ある
のですが，各 FabLabに一人，私がマスターと
呼んでいる中心人物がやはり必要だと感じていま
す。電気・電子から情報，機械，建築，デザイン，
アートまでいろんな分野のものづくりが混在する
ので，マスターには，ある種，広い視野と，そう
いう異分野間で「つくる」という活動を緩やかに
ファシリテイトしコーディネイトする能力と，技
術的な先鋭性の両方が必要だと思うのです。今，
日本に 11箇所ある FabLabには，たまたまそう
いう人がいたので，今のところ幸いにも全部潰れ
ず回っているということです。
　比較対象として産業試験場とか，大学にも工学
部には金属の加工を行うものづくり工房のような
ものがあって，そういう場所には技官と呼ばれて
いる機械の整備士やメンテナンスを担当する方が
いらっしゃいます。ちょっと語弊はあるかもしれ
ませんが，そういう方は大抵，私の父のように人
嫌いなのです。人とコミュニケーションするのが
あまり得意でないから物を作るのが好き，という
方が伝統的にいらっしゃる。一方で，非常におしゃ
べりでコミュニケーションが得意で，カフェで話
を盛り上げるのがうまい方というのもいるのです
が，そういう方は伝統的に物が作れないのです。
やっぱりコミュニケーション能力が高くて物が作
れる人でないと FabLabはできないのです。そう
いう人材がどこから出てくるかというのは本当に
大きな問題だと私は思っていて，今のところそう
いう人が自然発生的にあらわれるので，そういう
人達がちょっとアドバイスをしながら伸びていく
と FabLabとして成立するというモデルです。た
だ，私も文部科学省等にいろいろ議論は仕掛けて
いて，国としても，そういう人材を育成する政策
をやらなければいけないと思っています。この問

題を考えていくと，結局，理系と文系という境界
が日本は強過ぎるのが問題なのではないかと私は
思います。
平　本：ありがとうございます。島村先生，お願
いします。
島　村：FabLab社会の人材育成とか，十勝で
Fabをというようなお話がありましたが，田中
先生も今言われた，まず人を見つけるということ
でいくと，やはり多能工者，圧倒的にゼネラリス
トが必要なのです。企業ですと，私もどちらかと
いうとそういうタイプだったのですが，ゼネラリ
ストというよりも器用貧乏というような言い方に
なって，いろんなものが降りかかってきて時間的
に浪費して疲れていく。仕事場の中でやることが
多いということは，たたかれることも多いのです。
1年間で 10のものを作っても，全て成功するわ
けではない。8割ぐらいはケチをつけられるので
だんだん嫌になるから，まあ適当にやっておいて
多少文句言われてもいいかというような，ある種，
要領を使うというのが組織ではあります。でも，
そういうようなことではなくて，本来的にものづ
くりのマスター的な優れた人を，地域で見つける
努力が絶対必要だと思うのです。埋もれさせない
ということです。
　それは経歴などを見たらわかる。地域でいくと，
そこはオリジナリティーとして何をしたいのか，
地場の産業，学校とか経歴から洗い出す。探偵で
探せるぐらいだったら，その技術で今やれば探せ
ますよ。探してスカウトする努力は，やっぱり必
要です。
平　本：探偵で探すのですか。
島　村：いやいや，探偵じゃないですよ。探偵に
なったぐらいの気持ちでやるというようなこと。
一つ物事をするのであれば，それくらいの意気込
みが要ると思うのです。
　次も努力になるのですが，コミュニケーション
など含めて FabLab人材というのは，ある種アウ
トプットを出す多能工の人間をつくるということ
なので，ファシリテーションの技術というのが必
要です。そこに場の仕組みとか，運用の仕組みを
つくり出す努力が必要で，あとは，これが一番大
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きいと思うのですが，世界中で一番うらやましが
られようという気持でやる。自分の時間をずっと
使って自己充実に努めるのだから，誰からもうら
やましがられると。「この世界では」というよう
なことを徹底して突き詰めてやる。そのときの資
源が地域資源だったら，きっとすごく幸せなので
はないかと思うわけです。
平　本：ありがとうございます。では，相部先生
お願いします。
相　部：まず人材の募集方法ですけれど，実際に
うちでやったのは，先ほどの元日立の方なのです
が，この方は半年ぐらい前から毎週日曜日に遊び
に来られるお客さんだったのです。で，最初はコー
ヒーを飲んで，何をやっているのかちょっとのぞ
きに来るくらいだったのですが，世代的に昔の
オーディオアンプとかを自分でやってみたかった
けれど専門でないからできなかったということが
あった。その相談に来られたのがきっかけで，僕
が手取り足取り教えるというよりは，電子回路関
係であればうちのお客さんで知っている人が結構
いたので，それでその人たちと毎週約束して，来
週行きますからまた教えてくださいというような
ことが始まって，それでだんだん来るようになっ
た。そのときに，逆に電子回路のわかる人は機械
に弱い，でも彼は機械が専門で自分自身もそうい
う自負がありますから，じゃあこれを逆に教えて
あげるよというような形で，そこでだんだん結び
つきが強くなって，自分の居場所感がだんだんで
きてきて，あるとき，うちでメンバーを新規募集
した際に，応募してくださったという形なのです。
　ですから，一つは，いきなり，こういう活動を
やるから人材，マスターになってくれる人，機械
と木工と電子回路とデザイン，全部できる人募集
というような形でやるのではなくて，小さくてい
いのでそういうコミュニティをスタートさせて，
そこに来る人をよく観察して，この人これ得意そ
うだなとか，この人これ得意なのだけれどあまり
人と話せる人ではないのかなとか，そういうのを
見極める。そして，何人かいれば，話せない人でも，
その人の居場所をつくってあげられれば，そうい
う人がいると戦力になるので，別に全部 1人でや

るのではなくて，自分の得意なものをやる。本当
に最先端の，例えば Googleなどのプログラマー
の中で，本当にプログラムの分野で戦っている人
たちというのは毎日精神がすり減るような場合も
あると思うのです。ところが，そういう人がポー
ンと全然違うところに行くと，まるで神様のよう
に扱われて，居心地が凄くいいというのがあるの
です。だから，ちょっと分野がごちゃまぜのほう
が，お互い居心地がよくなるというのがあるので
はないかと思うので，そういう場づくりをうまく
やる。あまり専門を集中させないで，ばらばらの
人を組み合わせるというのがいいのではないかと
思います。
　また，スカウトするときに，今だったら先ほど
のニコニコ技術部とか，メーカーフェアというの
を年に 1回やっています。東京が多いのですが，
地方でやることも時々ありますので，そういうの
に足を運んで，そこでスカウトするというのも一
つの手かなと。技術力のあるエンジニアというの
は割とシャイなので，自分からこういうのをやり
たいと言わないで声をかけられるのを待っている
のです。典型的なのは書籍です。こういう執筆を
お願いしたいと出版社から来たら「やったー」と
なって，断ることはほとんどなく書いてくれます。
僕もそういうところがあって，FPGAの書籍を 1
回，出版社から頼まれて書いたのですが，そのと
きの気持を考えると，頼まれるというのはすごく
うれしいのです。本ばかり書いている先生だと時
間がなくて大変だよ，となってしまうかもしれま
せんが，そうでないと割とそれはステータスにも
なるので，そういう形で，何かこの人おもしろそ
うだけど，ちょっと有名過ぎて無理そうかなと思
わずに，ぜひ声をかけてみるというのは一つの手
ではないかと思います。
田　中：今のお話の延長で一つだけつけ加えてお
きたいのですけれど，今，FabLabとか Fabカフェ
というと，地域の Labというふうに皆さん捉え
がちなのですが，むしろ，Labのネットワーク全
体のことを FabLabと呼ぶべきなのです。そのほ
うが，良いプロジェクトが生まれやすいのではな
いかと思っているのです。例えば，FabLabつく
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ばにはセンサー技術はあるけれど畑はない，帯広
とか十勝には畑がある。その二カ所の FabLabが
ネットワークでコラボレーションすると，お互い
にリソース同士を掛け合わせて先ほどのような革
新的なサービスにつながっていくわけです。です
から，地域のコミュニティの Fabというふうに
今イメージがなりがちですが，本当は FabLabと
いうのは背景に持っているのはもうちょっとイン
ターネット的な，ネットワークで世界中の人たち
がつながって知恵を寄せ合って共同で何か物をつ
くっていこうということなのです。インターネッ
トによって，例えばスマートフォン，電話はネッ
トでつながっているけれど，次に世界中の工房を
つなごうという活動そのものが FabLabなので
す。今，世界には 600カ所あるのですが，そう
いうネットワークの一部として参加しようという
ような FabLabが生まれてくることが，これから
日本全体のためになるのではないかと思います。
平　本：ありがとうございます。幾つかまだお答
えいただけていない質問があるので，ご紹介して
お答えをいただきたいと思います。
　これは相部先生にということで，「FabLabを
ビジネスとして成立させる仕組みについてもう少
し詳しく教えてください」。つまり，先ほどの，コー
ヒー一杯 380円だと採算がとれないというよう
な，そのあたりのお話だと思います。
相　部：実は，ちょうどその辺のスライドが残っ
ています。（スライドを提示しながら）こんなス
ライドを用意しました。簡単に考えると，機材
の時間貸しというのが一つあるかなと思います。
FabLabのルールとして，週 1日は無料もしくは
無料に近いような交換条件で開放することという
のが条件にあるのですが，逆に言えば残りの 6日
間はお金を取ってもいいわけです。そういう時間
貸しモデルというのはあるのではないか。
　かつ，機材を貸すだけではなく，そこで有料で
ワークショップをやるのもいいと思います。あと，
コンサルティングをやる。実はコンサルティング
に関してはうちでずっとやっていて，FPGA設計
がメインなのですけれど，うちで FPGAの開発
を受託するだけではなくて，ある大手のメーカー，

ソフトウエア会社ですが，そこがハードウエア関
係にもう少し進出したいので，そこのエンジニア
を一人つけるのでということで，毎週その人が来
て，場合によってはレーザー加工機でケース加工
まで全てそのやり方をうちで教える。それは月契
約とか，実際にやったのは半年契約ぐらい。そう
いったビジネスもやっています。
　それで，一番上の機材設備時間貸しというのは
実は既に展開しているところがあります。アメリ
カだとテックショップです。今度，日本にも進出
してくるという話がありますし，日本だと DMM
というオンラインコンテンツの会社が，こういう
工房を秋葉原に今月ぐらいにオープンするようで
す。そこは，月額いくらというような形で利用で
きるという設備です。それが一つ，モデルとして
はあるのではないかと思います。
　そうすると，FabLabとテックショップで何
が違うのだということをよく言われるのですが，
FabLabは完全にクローズドでやるのではなく
オープンだという点が特徴です。例えば小学生な
どがお金がなくて，夏休みの宿題でこんなものを
やってみたいのだけれど，という時に相談できる
窓口になり得るのが FabLabです。そういう意味
で週 1回は無料で公開することが条件になってい
るというのは，ニール・ガーシェンフェルドが考
えたうまい仕組みではないかと思っています。
　うちは実は設備貸しとか，レーザー加工機 1時
間 4,800円とかで予約を受けたりしていますが，
そんなに頻繁にはやっていません。というのは，
平日，自社の先ほどのモジュールシステムの開発
をしたり，あと企業の方のコンサルをやったりし
ているので一般のお客さんに時間貸しとかそんな
にやっていないのです。何をやっているかという
と，コンサルのお客さん，あるいは受託のお客さ
んのマーケティングツールとして割り切っていま
す。どういうことかというと，毎週日曜日に自分
のラジコン飛行機のパーツをレーザー加工機で切
りたいからとお客さんが来られます。ところが，
その人と仲よくなっていろいろ話をすると実は大
手電機メーカーのエンジニアで，今度こんな案件
があるのですが，相部さんは FPGAについて詳
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しそうだから受託できませんか，ちょっと見積も
りをお願いしますと。実はそれで回っているので
す。ですから，最初からビジネスとして名刺を持っ
て回るというスタイルもありますが，うちの場合
は，一見ホビーユースなのですが中身は実はビジ
ネスユーザーを求めているというような形になっ
ています。
平　本：ありがとうございました。別の方から島
村先生に対して，「いわゆる農業と ITがうまく結
びついて成功した具体的な事例をお教え願えない
でしょうか。北海道でも構いませんし，他の地域，
海外でも構いません」というご質問です。
島　村：これは我々の課題になっていまして，農
業と ITの成功事例といっても，農業生産現場で
必要な器機・設備が，農業の収入増で償却できる
までにはなっていないという現状です。その意味
では，華々しい成功とはまだ言えないと思うの
です。でも，例えば十勝地区ですと，まず 10人
ぐらいのコミュニティでリモートセンシングを使
い，地上で飛行機レベルぐらいから畑の状態を見
る。そうすると，ムラがあるとか，ここは施肥が
整っているとか土の状態がわかります。それと，
ちょっとここは足りないというところがあって，
それは例えば農地マップに出ているからわかるわ
けです。で，最初の 10人のところはやっぱりそ
れを把握しているので，土壌改良をして間違いな
く収穫量が上がっていると，次の年は，そんなう
まいことをやっているのだ，俺たちもやってみた
いというふうな好循環が生まれます。ある衛星の
ロケットを作っている会社は，口コミだけで広告
マーケティングをしていなくて，わずか 2年間で
コミュニティが 200近くになりました。これは，
農業機械とかいろんなところで，農業の比較的横
のつながりが弱い小さな中で共有するというの
は，この 10が 200という数字をどう感じ取るか
ということだと思うのです。
　Fab社会の話も，今ある数字をどう自分の中に
取り込んで感じて行動するかということがすごく
大きいので，その目ききというか，「あっ，それ
はすごくおもしろい」と思えるかどうかというの
がすごく大きいと思います。

平　本：ありがとうございます。これは田中先生
へのご質問なのですが，「ご講演の中で事例とし
て紹介していただいた FabLab鎌倉で開発された
IRKITですね，これが初日で 3万セットも売れ
た理由が知りたい。それほどの認知を得られたの
はなぜなのか」というストレートなご質問なので
すけれども。
田　中：それはわからないです。
平　本：わからない？
田　中：Amazonで販売ができるという時点で僕
はまず驚いたのですが，Amazonに出したら，世
界中の人がクリックしたということですね。最近
その後の成り行きをちゃんと見ていないのです
が，あるときから日本だけでなく海外でも売れ始
めたのです。日本は人口がこれから減っていきま
すけれど世界は増えていくので，世界に向けて販
売していくというパスがあるのか，というのが僕
がびっくりしたことです。
平　本：なるほど。
田　中：先ほどの質問に対する直接的な回答には，
なっていませんが。
平　本：わかりました。フロアからいただいたご
質問に，ちょっとこれは先取りし過ぎた質問が一
つありまして，「Fab社会の次は何社会が来るの
でしょうか」というご質問なのですが，これは今
回のテーマからややずれるような気がするので，
もし時間があったら最後に少しコメントいただき
たいと思います。
　私のほうから少しお尋ねしたいことがあって，
それは田中先生が先ほどお答えになったことの中
にあった「文系と理系を日本は区別し過ぎるので
はないか」という点です。今回のシンポジウムは，
経済学部という文系学部，それから，生産管理学
会というのは必ずしも文系だけではなくて，文系
と理系の先生が半分くらいずつ入っている学会が
主催しています。その意味では，どちらかという
とちょっと文系が優位な環境の中で行っているシ
ンポジウムなのですけれども，例えば 3次元デー
タの処理，3DCADを使った処理にしても，ある
いは先ほど出てきた Arduino，RasberryPiであ
るとか，ああいった新しいタイプの非常にオープ
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ンソース的な小型コンピューターであるとかの敷
居がとても低くなって，それでラピッド・プロト
タイピングがまさに現実のものになった。その通
りだと思うのですが，一方で，我々のような文系
人間からすると，それでもまだ，敷居が高いなと
思うのです。
　技術的にもう少し容易になっていくものなので
しょうか。特にあまり技術面に強みを持っていな
い文系の人間にとって，Fab社会というのが生き
にくい社会になったりしないのでしょうか。こう
いう不安感を持っている人がいるのではなかろう
かと思うのですが，この辺について何かコメント
いただけたらと思います。
田　中：もう既に簡単になっておりまして，今の
3DCADというのは昔のワープロのようなもので
す。コマンドは 10個ぐらいしかないのです。も
ちろんやれることは限られています。敷居を下げ
るためにつくられた 3DCADというものが最近出
てきていまして，そういうのはタッチパネルなど
で操作したりするのですが，それを使えない人は
ほぼいないはずです。ですから非常に簡単です。
　わたしが，「ウェブ社会からファブ社会へ」と
いうときには，情報化社会のある種の問題点も解
決したいという思いが含まれています。情報化社
会のある種の問題は，情報だけ仕入れて，勝手に
心の中で難しいのではないかとかイメージをつく
り上げて，行動が妨げられることだと思うのです。
3Dプリンタもほとんどの方がまだメディアで見
ただけで実際にさわったことがないと思うのです
が，情報だけ摂取して実物を体験しないというア
ンバランスな状態が，心の中に何かネガティブな
要素をつくってしまうと思うのです。情報化社会
というのは根本的にそういうリスクを持っている
社会で，つまり情報と実体験がもの凄くずれると
いうことです。それを克服するためには体験を増
やすしかないのです。Fabというのは，メディア
や報道された情報だけで価値判断をするのではな
く，自分の体で体験してみて，その後で価値判断
をするというふうに習慣づける社会のことを含ん
で私などはそういうふうに呼んでいまして，決し
て難しくないので，ぜひやってみてください。

平　本：ありがとうございます。島村先生，何か
コメントいただけますか。
島　村：今，田中先生がお話しされた通りで，少
し加えさせていただくのであれば，先ほど言われ
た FabLabの特長は，やっぱりネットワークがあ
るということ。これはすごく重要です。3Dプリ
ンタはすごく簡単になりました。私は，ハードウ
エアは得意なのですがソフトが苦手で，どうも嫌
だったのです。で，MS-DOS時代にファイル操
作自体もコマンドを打つのが嫌だった。でも，ウィ
ンドウズになって簡単になった。だから技術は，
そういうオペレーションに対する敷居はすごく下
がってくると思います。
　FabLabは，3Dプリンタ工房であると勘違い
されるのですけれども，自分の得意分野があると
したら，他の人を連れてきて構造のデザインとか
形を作るのは任せて，中身を作るとか，それを使
うという工夫もあるので，一緒に作っていくとい
うようなことがあります。今，3Dプリンタやコ
ンピューターという道具は世界共通になっていま
す。今までの資産が活用できるのです。これまで
は，CADが違う，コンピューターが違う，言葉
が違う，道具が違うだったのです。今では，ネッ
トワーク上で道具や一緒のコモンセンスが共有
されているインパクトというのはすごいと思いま
す。
　だから Fab社会の次は何かというと，私は
Fab産業化社会だと思うのです。それは多分，
FabLabというのはまだ C2C 的な感じなのです
けれど，それが多分 C2B になっていく。ビジネ
ス側から C側の人に何かインパクトのあること
を考えて投げかけて，100人ぐらいネットワーク
を組み，一人だけ採用すればいいのです。産業側
からすると。そうすると， C2C で終わっていたす
ごくニッチなものが C2B のような形で一気に流
れ出します。多分その創造的突破力は，研究所に
企画マンを何人かをスカウトして 20人で新事業
開発チームをつくったのとは比べものにならない
ぐらいのインパクトになるはずです。多分そうい
うことですし，逆に，そういうところではかられ
るような時代になるので，切磋琢磨を相当しない
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と埋もれてしまう厳しい世界かもしれません。
平　本：なるほど。相部先生，いかがでしょうか。
相　部：今，島村さんが言われた C2B の話だと，
実際に試みは少し出てきているかなと感じていま
す。それはハッカソンです。ハッカソンは好きな
人と嫌いな人がいて，嫌いな人の話を聞くと，何
で人の会社のために僕が頭を使わなければいけな
いのだと言う方がいるのです。確かにそういう場
合もあるよなとも思います。ハッカソンは，賞金
が出るようなタイプは余りなくて，どちらかとい
うとどこかのメーカーのプロダクトのマーケティ
ングに使われる。そういったモデルのほうが，ま
だ多いと思うのです。さっき島村さんが言われた
ように C2B のほうでいけば，それをうまく回し
て，いいモデルを出した人にはお金を払います，
買い取りますというような仕組みをちゃんとつく
れば，それはまさに C2B の組み上げになるので
はないかと思います。
　もうちょっと技術的な話に近いところで，先ほ
どの Fab社会の次の話というか，3Dプリンタが
もっと発展していくとどうなるのか。スタート
レックのレプリケーターが有名だと思うのです
が，ああいったものが最終的にできるのか。人は
ものづくりをしないで，ボタン一つで，こんなの
が欲しいと言えば出てきてしまうというような状
況が生じるのか。それはそれで，技術者としては
興味があるし，夢はあるのだけれども，僕が常に
思っているのは，本当にそういう形が最終形態な
のかという点です。
　というのは，今まで自分が作ってきているもの
の延長で考えると，もう一つの未来があり得る
と思っているのです。パソコンのもう少し発展
形。スマートフォンでも何でもいいと思うのです
が，そういったものがさらに発展したものです。
イメージとしては Googleの Araが一番近いので
はないかと思うのですが，要はレプリケーターの
ように欲しいものがシューンと出てくるのではな
くて，物質化はもうされていると。しかし，それ
をモジュールとして，電子ブロックのモジュラー
ベースだと思うのですが，それを必要に応じて組
み合わせることで全てのことが実現できるとい

う，そういうセットボックスのようなものがある
かなと思います。Fab社会の次ということなのか
はわからないですが，その途中なのかもしれませ
ん。そういう未来もあるのではないかという気は
しています。
平　本：はい。ありがとうございます。田中先生，
何か補足はありますか。
田　中：Fab社会の次が盛り上がってしまったの
で，その話をしないといけないと思うのですけれ
ど，基本的には 21世紀は Fab社会かなと思って
います。どういう意味かというと，僕の講演の最
初でもちょっとふれたのですが，フォードが自動
車の大量生産の工場を確立したのが 1914年で，
基本的に 20世紀は大量生産の時代だったのです。
だから，10年代ぐらいに確立した社会の仕組み
や生産の仕組みというのが基本的にその世紀を専
有するのです。ですから，今この時代に生まれて
いる道具立てが今世紀の基本的なインフラになる
と私は思います。
　で，次にあるとしたら，バイオとか，細胞が作
れるとか，もっと Fabで作れるものの幅が広がっ
ていくということだと思います。農作物ができる
とか，食料ができるとか，無機的な工業製品では
なくて有機的な生命とか身体に関わるものです
ね。そういうものが作れるようになるというのが
Fab社会の今後の成熟としてはあると思います。
平　本：ありがとうございます。
　ほぼ，予定されていた時間になりました。今日
のお話を拝聴していていくつか思ったことがあり
まして，一番感じるのは，今，田中先生が最後に
まとめてくださった各世紀の最初の 10年ぐらい
のパラダイムが 100年間続くのだというお話で
すが，まさに今，新しいパラダイムにシフトしつ
つあるということを，色々な場面で感じるのです。
わたし自身は経営学が専門です。経営学者という
のは通常，個別組織，単一組織の内部のマネジメ
ントを見るわけです。でも，もうそれについては
かなりわかってきていて，じゃあ企業と企業でな
いセクターとのコラボレーションはどうするか。
あるいは，コワーキングスペースだったり今回の
FabLabもそうなのですが，そういう場所で全く



39
北海道における新時代の「ものづくり」：IT ×農業の試み　田中・島村・相部・平本2015 . 3

違うような人たちがコラボレーションしながら何
か新しい価値を生み出すプロセスというのはどう
なっているか。そのような形で価値を生み出して
いく社会というのが恐らく 21世紀の社会ではな
かろうかと見ているわけです。もちろん，巨大組
織が非常に資本とパワーを持っていることは現状
でも事実ですけれども，そうではない価値観とい
うのがちょっとずつ浸透してきて，その中で，例
えば島村先生がおっしゃった，結局マズローが言
うところの自己実現というのが最終フェーズで，
しかもこのフェーズというのはエンドレスなのだ
よ，というようなお話ですね。
　同じように，農業の本質は実は「お裾分け」の
精神であって，大量生産で興行的に農業をやると
いうのは恐らく 20世紀のモデルだったのです。
これは田中先生がおっしゃるとおりで，まさに
フォードの話。それから，相部先生がおっしゃっ
た半導体なども，もの凄く大きな施設を持って何
千億円も投資して半導体を作るというのがいわゆ
る 20世紀型のビジネスだったと思うのですけれ
ども，21世紀は恐らくそうではなくなっていく
のだろうと思います。我々は 2014年という世界
に生きているので，まだ 20世紀的な価値観に随
分引っ張られているのですが，若い世代の人たち
は少し価値観が違っているかもしれない。特に，
外発的な金銭的な報酬よりも，むしろ内発的な動
機づけだったり，あるいは褒められたい・評価さ
れたいという承認欲求，そちらのほうに価値を見
出す。だからあまり金銭的なものにガツガツしな
い，物も欲しがらないのではないか。このように
言う社会学者もいるわけでして，そのような大き
な時代の流れの変化の中に Fab社会というのが
一つのキーワードとして出てきていて，しかも
Fabとシェアというのは実は繋がっている。過去
から現在についてはシェアで，それをベースにし
て Fabで未来を創り出していく，そういうお話
です。
　農業も多分同じことでありまして，先ほど篤農
家の知恵を生かしてというお話がありましたけれ
ども，これがまさにシェアの部分ですね。そこに
新しい ITあるいは技術が Fabとして入ってくる

ことによって未来が創り出されていく。このよう
な構図になっていくのではないでしょうか。今ま
で薄々思っていたことが，きょうのお三方のご講
演を聞き，そしてこのパネルディスカッションで
の議論を通じて，私自身頭が非常に整理された次
第でございます。
　本日は，田中先生，島村先生，相部先生，長時
間にわたりましてどうもありがとうございまし
た。
　これでこのセッションを閉じさせていただきた
いと思います。どうもありがとうございます。（拍
手）。


